
 

 

                 （２０１２年７月号） 

 

２０１２年７月２８日（土） １３：３０～１６：３０  

●技ができる人はどこが違うのか？ 
７月。梅雨も明け、これから夏到来といった感じですね。 

何かの TV番組で、中学生２人のけん玉対決をやっていましたが、ご覧に 

なったかたいますか？あれほどの難度の高い技を、あのような大舞台で 

決めるということ、並大抵のことではありません。 

何が必要なのか？と問えばやはり 

努力 と 熱意 

ひたむきに頑張ることを持続する力と、うまくなりたいと強く思う気持ち、 

この２つですかね。才能とか素質とか、そうものはあとでついてくるものと 

私は思いますよ。 

よく、僕は運動が苦手だからが鉄棒ができないとか、僕は頭が悪いから 

数学ができないとか、言う子どもさんいますけど、何てことはない。 

上の２つが欠けているだけの話。甘いです。 

そういう甘さを払拭するためにけん玉をする 

というのもけん玉の意義の１つであろうと、最近思ったりします。 

 

さて、７月のけん玉 schoolにて。こういうもの作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

名づけて 

けん玉学校王座戦・セルフジャッジプレート！！ 

９月に行われる大会に使います。この大会は大相撲と同じ 

１５日制・全選手総当たり戦 

というおそらくけん玉界初！！の試みです。１対１の対戦の中で、何か 

自分に無いものを吸収したり、人の前で技を決めることの勇気や自信 

をつけてもらいたい、というのが目的です。 

でもうまく行くんですかね。私が自信ない・・。 

また来月に。 （三石） 

 

 


